





















































































































































































































































































   
 
 
である」 2 頁）とし 療法
る。 
 
   
 
て そ の ど から





   
 
 
                      
 

































































































 不安定な（lab le）← →安定した（nonreactive）
 不機嫌な（dysthymic）← →上機嫌な（optimistic）
 不安な（anxious） ← →穏やかな（calm）
 没入した（obsessive）← →注意散漫な（distractible）
 受動的な（passive）← →攻撃的な（aggressive）
 短気な（irritable） ← →朗らかな（cheerful）























   




 期の な体 の として 生 期に 成され
たス ーマが ー の よ ー ほど ではないが
ら の性 の すな 的な の の中核にあ と ている
はこの 説 に 求 た 早 キ マの下
した。 
、この「早期 適応ス い を次のよう してい  
 全 的で 範な も くは ある 
 、感情、 、身体感 によっ 成されている 
 その 自身 よ その と の  
 され  
  
  に と と 早 適 ス 達 期 成さ 、生 に 
















生の早期に 成され、 ではその に
不適応的な反応を引き こしてしまうス
キーマ 早期不適応的スキーマ















































 第 1の領域  断絶と拒絶（中核的感情欲求の 1
に対応する）
 第 2の領域  自律性と行動の損傷（中核的感情
欲求の 2に対応する）
 第 3の領域  他者への追従（中核的感情欲求の
3に対応する）
 第 4の領域  過剰警戒と抑制（中核的感情欲求
の 4に対応する）
 第 5の領域  制約の欠如（中核的感情欲求の 5
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である （ oung他、2003 2 頁） 
期 適応 関 て 目 こ
は、 理 は る )
でもスキ マに まれ るこ る 。 
早期 適応 マ とし 、 ま その つ 情的
る。 ー が るのであれば
的 が げられる のこ だろう （伊藤他 201 、30頁） 
さら こ 的 感情 を い てい
る
























































スキー 療 1 / 9/2020 10 01:5  PM
 
   
の１ キ を る  
１ 早期不 応的スキ
5 スキ
1 てられ/不   2 不 /
3 情 的 4 /  5 的 /
1 と
/ 能 や に対する 性
2 自 性と の 8 巻き込まれ/ 達の自 9
3 他者への 従 10 服従 11 自 12 と の 求
4 過剰 と 13 / 14 感情
15 な /過度の 1
5 の
1 求/ 18 自 と自 の



































































































































Ⅳ 法 目 と  
 本 で にお する治療戦 て 2 1
ヤ グ他 003 を ビュー る お 引 線は筆者が引 た  
 
  
ず スキーマ療 に 明してい  
 
も あ 。自らの早期 適応 を
解し、満たされな った中核的感情欲求が を通じてあ 程度 され、早期不適応 キ
ーマが緩和 れ 新たな適応的スキーマ 入れ 、と
マの修 」である スキーマが修復さ れ れるほど、そ
なり またた え活性化された ても ジを受け くくな てい  
た 不 応 相 、 や
、 完 に修 さ る と
目 は、自分を生 づらくさ る早 キ を理解し
それらの ーマ 緩和すると同時に、 とどううま つき合っていくか、
い とになる。これが現実的に達成 「スキーマの修復 いう とになるだろう
 
 
 4 療  
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